重点領域研究遂行支援 申請書（令和2年度）

作成　令和２年４月２２日

	１ 申請学科等
	情報システム工学科・電気電子工学科（学科横断）

	２ 研究課題
	Institution Research (IR)におけるデータ・マイニングと
メカニズム・デザインによる修学モチベーション向上のための情報推薦の基盤構築

	３ 研究組織
	氏　　名
	職
	役　割　分　担

	
	代表者　Antonio Oliveira

Nzinga Rene
　　　　奥原　浩之
　　　　石坂　圭吾
　　　　太田　聡
	講師
教授
教授
教授
	研究統括，実験計画，実験，解析，システム評価
実験計画，解析，各種立案
キャリア関連の各種立案
匿名化手法の各種立案

	４ 研究目的
	＜学科等の教育研究上の目的との関連性＞
アドミッション関連（入試種別，受験科目，成績），カリキュラム関連（履修状況，選択科目，評価），キャリア関連（キャリア形成科目，インターンシップ，就職状況）などの入学時，在学時，卒業時の蓄積データから，データ分析，情報抽出，意思決定支援につなげ，学生の学科の教育に対する満足度を高めることを目的とする．
＜達成目標＞
本研究課題の目標を達成するために以下の技術開発・提案を行う．
· 学生の個人情報含むデータを扱うことから，暗号化含めた匿名化手法の開発．
· 学生への成績表以外の効果的な学習到達度（ポートフォリオ）提示法の提案． 
· 修学モチベーション向上のためのメカニズムデザインに基づく情報推薦の基盤構築．
＜予想される成果と意義＞
· アドミッション・カリキュラム・ディプロマポリシーの検証に資する．
· 入試，教育，就職支援の改善に資する．

	５ 計画･方法

(具体的な計画と方法を記載すること)
	· 学生の情報を統合した仮データベースを構築する【出身高校／入試種別／入試成績／学籍情報（入学，卒業，休学，退学等）／履修科目／成績／進路情報（就職先，進学先）等と，ヒアリング資料，授業評価アンケート，課外活動，アルバイト情報等，企業や卒業生の評価アンケート等など】．
· 本研究課題の目的は蓄積データに対するデータ分析，情報抽出，意思決定支援であるため，収集不可能なデータは擬似データで代用する．
· 統計的品質管理手法を活用して，特定の二因子間の有意性の検定を行い，例えば，入試種別と卒業率などの関連性や，退学・留年など成績に応じたプロフィール等を明らかにする．
· パターンからクラスター分析やツリー分析し，可視化や予測式の開発を行う．
· ゲーム理論を援用したメカニズム・デザインにより，学生の学科の教育に対する満足度を高めるための，情報推薦の仕組みを開発する．

	６ 経費

	計
	内　　訳（千円）

	
	
	賃金・報償費
	旅費※
	物品購入費
	役務費
	使用料
	その他

	
	2000千円

	200
	100
	1500
	
	
	200

	
	
	データ収集，作成，変換，入力の作業
	成果発表
旅費
	データ蓄積サーバ，分析PC，バックアップ機器，データ解析ソフトウェア
	
	
	成果発表の会議参加費，講演申込み


※ … 旅費（国内に限る。）は申請上限額を10万円とする。
また交付額決定以降に、旅費へ振り替えることは認めない。　　
